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実験研究の目的
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• 輸送部門における低炭素化技術の一つとして高効率太陽電池
の車載利用が検討されている。車載においては、定置型への利
用と異なる状況のため、発電量評価の技術確立が課題となって
いる[1]。

• 自動車に搭載するには、側面やボンネット部など、曲面パネル
の搭載も検討されている。太陽光発電パネルを車載利用する際
に、曲面パネルへの日射光量の評価モデルの構築が進められ
てきた[2]。

• 本研究の目的は、太陽電池モジュールの発電性能における非
曲面特性を理解することである[3]。

本研究は、国立研究開発法人NEDO の委託の下で行われた。

• 本研究では、実用サイズのシリコン太陽電池を曲率1mの曲面に

配置した曲面シリコン太陽電池モジュールを模擬した、非平面シ
リコンミニモジュールを作製した。

• ソーラシミュレータを用いた電流電圧測定により、曲面における
電流ミスマッチの影響を検証し、曲面太陽電池モジュールにおけ
る太陽電池セル間の接続が発電性能に及ぼす影響を示した。

図１曲面太陽電池ミニモジュ
ールの外観。

図２曲面ミニモジュールにおけ

る太陽電池間の接続。上部：並
列接続。下部：直列接続

• シリコン太陽電池(3×3 cm2)を非平面状に設置した曲面型シリコ
ン太陽電池ミニモジュールを作製した。

• ソーラシミュレータ（垂直入射：1.6°内に 90%以上、照射光強
度の空間不均一性：約1.5%以内）を用いて電流電圧曲線の測
定を行った。

図3 曲面太陽電池ミニモジュール（C1およびC2）
と平面モジュール(F)の電流電圧曲線。
左：直列接続。右：並列接続。

• 実用サイズのシリコン太陽電池を曲率R[m]の曲面に配

置した曲面シリコン太陽電池モジュールの電流電圧曲線
についてモデル計算を行った。

図4 曲面太陽電池ミニモジュール（C1およびC2）
と平面モジュール(F)の短絡電流(Isc)。
×：モデルによる計算値

• 短絡電流(Isc)は、入射光角度を考慮したモデルによる計算値と
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図5 曲面太陽電池モジュールのモデル図（左）とセ
ル間の接続の概念図（右）

図6 曲面太陽電池モジュール（R=1,2,3m）の
電流電圧曲線。左：直列接続。右：並列接続。

図7 短絡電流Iscの曲率依存性。
●：直列接続。♦：並列接続。

• 曲率の増大により、電流ミスマッチが生じ、生成電流は低下した。
• 曲面による電流ミスマッチの影響は直列接続において顕在化した。
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